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1. はじめに 

農水省のため池データベース（R3年3月26日時点に開示請求）によると全国には約16万箇所のため

池が存在している。近年、災害等に 

よるため池の被害拡大が問題視され 

ており、現在、ため池の防災・減災 

対策や保全活動が推進されている 1)2)。 

また、全国のため池分布特性や築造 

年代、堤高等の地域別特性を把握す 

ることは、今後の防災・減災対策や 

保全活動を全国的に進めていく上で 

の基礎資料になると考える。本研究 

では、全国規模によるため池分布特 

性等を農水省のため池データベース 

（R3年3月26日時点）を参考に検 

討する。 

2．ため池分布特性 

Fig.1は、全国のため池分布を示す。ため池の多くは西日本 

に広く分布し、特に、瀬戸内海に面した県（兵庫県、香川県 

など）に集中している。Fig.2は、全国を6地域に区分した場 

合のため池数割合を示す 3)。占有率が一番多いのは瀬戸内で 

約半数のため池が分布している。 Fig.3は、各地域別での年 

平均降水量を示しており、①~⑥は降水量の少ない順位 

を示す 4)。北海道が一番小さく、次いで瀬戸内、内陸と 

なり、Fig.2に示すため池数割合と比較しても一般に降 

水量が少ない地域に、ため池が多く分布している訳でも 

なく、様々な要因が含まれていると考えられる。Fig.4 

は、各地域別での年平均降水量が少ない順(△)などを含 

めて、ため池が多く存在すると考えられる様々な要因に 

対して、6項目で順位付けし、ため池数割合(○)と比較し 

たものである 5)~8)。図中に示した赤い実線は各項目の平 

均的な順位を示したものであり、順位が小さい程、ため 

池数割合の増加に寄与すると想定すれば、ため池数割合 

(○)と同様なトレンドを示していると考えられる。以 

上のことから降水量のみではなく用水できる河川が少 

ないと考えられる有人離島数や河川延長距離、過去の 

水田面積割合や石高割合などを考慮すれば、古代から築 

造されてきたため池分布特性を説明できる可能性がある。 

3．各種ため池要素による地域別特性 
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Fig.4 各項目の順位とため池数割合 

Fig.1 全国のため池分布 

Fig.3 年平均降水量 
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Fig.5～7は、Fig.2に示した各地域別での築造年代割合と堤高割合、形式割合を示す。また、括弧内の

数字は全体に対する割合を示す。Fig.5の築造年代割合で示す北海道の江戸時代以前でのため池数はゼロ

で、全てが不明であるとしているが、全国のため池の約 8 割が江戸時代以前(不明)に築造されている。

また、日本海側にあるため池の約4割が明治・大正時代以降に築造された比較的新しいため池であるが、

瀬戸内にあるため池では 8割以上が江戸時代以前(不明)に築造された古いため池であった。Fig.6の堤高

割合において、全国での堤高 5m未満のため池は約 7割で、令和元年度以前での従来の防災重点ため池

に該当する堤高10m以上のため池は約1割程度であった。特に、九州・沖縄では5m以上のため池が約

半数を占めており、比較的堤高の高いため池が多い。Fig.7の形式割合において、均一型が全体の約6割

を、その他・不明が約3割を占めている。その他・不明の調査が急がれるが、特に、内陸ではFig.5に示

す昭和時代以降での築造年代割合が若干高いことから、技術改良に伴うゾーン型や表面遮水型が用いら

れていると推察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 各種ため池要素間の関連性 

Fig.8は、堤高と築造年代割合を示す。堤高が増加に従って、江戸時代以前(不明)や明治・大正時代の

築造年代割合が減少すると伴に、昭和時代以降の築造年代割合が増加していることから、近代的な土木

技術の発達が関与していると伺える。特に、堤高15m以上をダムとして扱っているが、その約6割が昭

和時代以降に築造されていることが分かる。Fig.9は、形式と築造年代割合を示す。均一型やゾーン型は

昭和時代以降の築造年代割合が約2割に対して、表面遮水型は昭和時代以降割合が約4割となっている

ことから、人工材料を用いた表面遮水型についても、堤高と同様に、昭和時代以降での土木技術の発達

が関与していると伺える。Fig.10 は、形式と堤高割合を示す。ゾーン型では 5m 以上の比較的堤高の高

い割合が約 6割となっているが、その約 6割（Fig.9のゾーン型を参照）は江戸時代以前(不明)からの改

修がおそらく繰り返されてきたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

5．まとめ 

 今回分類した地域別でのため池数割合は、降水量のみではなく有人離島数や河川延長距離、過去の水

田面積割合や石高割合等から説明できる可能性を示した。また、ため池数の多い地域では、江戸時代以

前(不明)での築造年代割合が高く、堤高の高さやゾーン型などの形式においては、近代的な土木技術の

発展が関与していることが統計的に伺えた。 
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Fig.5 築造年代割合 Fig.6 堤高割合 Fig.7 形式割合 

Fig.8 堤高と築造年代割合 Fig.9 形式と築造年代割合 Fig.10 形式と堤高割合 
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